
（単位：千円）

現 計 予 算 額 ９ 月 補 正 額 補正後予算額

79,079,156 5,614,725 84,693,881

食 肉 セ ン タ ー 101,169 101,169

国 民 健 康 保 険 ( 事 業 勘 定 ） 20,116,778 247,006 20,363,784

国 民 健 康 保 険 ( 診 療 施 設 勘 定 ) 38,762 38,762

後 期 高 齢 者 医 療 2,155,906 5,705 2,161,611

公 設 地 方 卸 売 市 場 事 業 42,161 △ 14,124 28,037

整 備 墓 地 32,552 32,552

工 業 用 地 造 成 事 業 707,230 707,230

介 護 保 険 18,393,809 514,469 18,908,278

御 池 簡 易 水 道 事 業 139,895 139,895

簡 易 水 道 事 業 1,157,834 1,157,834

電 気 事 業 52,461 9,446 61,907

小　　　計 42,938,557 762,502 43,701,059

水 道 事 業 4,574,156 68,774 4,642,930

公 共 下 水 道 事 業 4,935,700 255 4,935,955

農 業 集 落 排 水 事 業 916,904 916,904

小　　　計 10,426,760 69,029 10,495,789

132,444,473 6,446,256 138,890,729

特

別

会

計

合　　　　　　計

平成30年度　９月補正予算総括表

会　　計　　区　　分

一　 　般　 　会　　 計

９月補正予算（一般会計）説明資料のとおり

企

業

会

計

償還金を補正

後期高齢者医療広域連合納付金を補正

公設地方卸売市場整備事業費を補正

介護給付費準備基金、償還金を補正

電気事業特別会計準備基金を補正

配水管整備事業費等を補正

過年度損益修正損等を補正



款 事 業 名 補 正 額

10 【資料１】

総 務 費 (総合政策課)

(ふるさと産業推進局)

(財政課)

15

民 生 費 (介護保険課)

(福祉課)

20

衛 生 費 (高崎_市民生活課)

30

農林水産業費 (森林保全課)

(森林保全課)

(森林保全課)

35

商 工 費 (農政課)

(高城_地域振興課)

40

土 木 費 (維持管理課)

(道路公園課)

(下水道課)

45

消 防 費 (危機管理課)

50

教 育 費 (教育総務課)

(生涯学習課)

55

災 害 復 旧 費 (森林保全課)

5,614,725

13,847
　小学校・中学校の管理運営に要する経費
・施設修繕料及び工事請負費の不足に伴う増

▲ 12,000
　甲斐元通線（歌舞伎橋）整備事業に要する経費
・国庫支出金内示による工事請負費の減

18,504
　地域介護・福祉空間整備事業に要する経費
・介護事業者が実施する既存施設のスプリンクラー設備等
の整備に要した経費に対する補助金

3,014
　金婚式施行に要する経費
・金婚該当者の増加に伴う必要経費の増

▲ 14,124

　高崎福祉保健センターの管理運営に要する経費
・非常勤嘱託職員の賃金及び社会保険料

　市有林の管理に要する経費
・台風で被災した市有林の風倒木等処理に伴う委託料等

　狩猟免許取得促進事業に要する経費
・新たに（追加も含む）狩猟を始める者に対する狩猟免許
取得に必要な経費の一部助成

450

そ    の    他

合　　   計

1,884,556

1,799,354千円
2,309千円
9,800千円

73,093千円

ふるさと応援基金
農地中間管理事業
臨時地方道整備事業
その他

平成３０年度 ９月補正予算（一般会計）説明資料 
(単位：千円)

説　　　　　　　　　　　　　　　明

財政調整基金 669,480
　財政調整基金積立に要する経費
・前年度実質収支額の1/2を積み立てるもの

主
　
　
な
　
　
も
　
　
の

県単林道災害復旧事業 5,200
　県単林道災害復旧事業に要する経費
・豪雨により被災した林道の災害復旧費

防災基盤整備事業（防火
水槽建設） 3,670

　防災基盤整備事業（防火水槽建設）に要する経費
・設計単価の増に伴う工事請負費の増

ふるさと納税推進事業 2,988,090

1,306

40,109

6,784
　原木しいたけ生産回復緊急支援事業に要する経費
・平成30年３月の新燃岳噴火による降灰被害を受けた生
産者への生産支援補助金

企画総務費

狩猟免許取得促進事業

原木しいたけ生産回復緊
急支援事業

高崎福祉保健センター管
理運営費

市有林管理費

金婚式施行費

地域介護・福祉空間整備
等事業

757
　企画総務に要する経費
・子ども育成相談事業費補助金

　ふるさと納税推進事業に要する経費

図書館管理運営費 5,039
　図書館の管理運営に要する経費
・利用者数増等に伴う指定管理料の増

教育総務管理費
（小学校・中学校）

公設地方卸売市場事業
特別会計繰出金

観音瀬ＰＲ事業（高城地
区地域活性化事業） 368

　観音瀬ＰＲ事業（高城地区地域活性化事業）に要する経
費
・観音瀬ＰＲ事業費補助金

甲斐元通線（歌舞伎橋）
整備事業

公共下水道事業負担金 ▲ 14,325
　公共下水道負担金に要する経費
・公共下水道負担金から建設改良等企業債への財源組
替に伴う減

　公設地方卸売市場事業特別会計繰出金
・関連商品売場棟整備事業の債務負担行為設定に伴う
本年度事業費の減

都城志布志道路関連（金
御岳工区水路改修）事業 14,000

　都城志布志道路関連（金御岳工区水路改修）事業に要
する経費
・宮崎県施工の水路改修工事に伴う負担金の増
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平成３０年度 ９月補正予算説明資料

１ 事業目的

平成２９年１月、市内にある１１の企業が、「ふるさと育成協議会」という組織を発足させ、家庭環境や経済的困難等を理由に高
校進学や就業ができない中学校卒業生等の支援を開始しました。

同協議会では、進学意欲がありながら、家庭環境等で進学できず、仕事も得ることが困難な子どもたちに対し、定時制高校の
学費を援助し、各企業が働く場を提供するといった活動に取り組んでいます。一方で、この取組みが効果的かつ持続的に運営さ
れていくためには、同協議会に、学校・家庭・企業・行政を繋ぐ仕組みを作ることが重要です。

そこで、市としては、就学・就業をコーディネートする人材（コーディネーター）の役割が重要であると考え、義務教育終了後、教
育支援の切れ目となる１５歳以上の未就学の子どもたちに対する貧困対策の一つとして支援を行うものです。

２ 事業概要

「家庭環境や経済的困難等を抱える世帯の子どもたち」の
就学・就業を支援するため、学校・家庭・企業・行政をつなぐ
コーディネート業務を行う人材を配置する団体（ふるさと育成
協議会）に対し、コーディネート業務に要する経費の１／２を
補助します。

３ 予算額

７５７千円

総合政策部 総合政策課

○企画総務費（子ども育成相談事業費補助金）

【資料１】



平成 30 年９月定例会見資料 

  「安心して出産できるまち・都城」を全国にＰＲ！    

  周産期医療シンポジウムを初開催！             

       

宮崎県の周産期医療は、平成６年に周産期死亡率が全国ワーストとなるなど、厳しい

状況にありました。この状況を改善するため、宮崎大学が中心となり、各地域の中核病

院に地域周産期母子医療センターを整備するなど、地域の産科医療施設の支援体制を充

実強化。平成 16年には県の周産期死亡率が全国最低となり、飛躍的に改善しました。 

この取り組みにより、当市の周産期死亡率は、毎年全国１位の都道府県の周産期死亡

率と遜色のない低い値で推移。全国トップクラスの医療体制で、生まれてくる赤ちゃん

と母親の命が守られています。 

今回、当市は周産期医療シンポジウムを開催。シンポジウムを通して、周産期医療の

最前線を紹介するとともに、当市の「安心して子どもを生むことができる環境の素晴ら

しさ」を全国に発信します。 

 

●周産期医療シンポジウム 「安心して出産できるまち・都城」 

◎日時 平成 30年 9月 22日（土） 

 開場 13：45～ 

 開会 14：00～ ※16：30分終了予定  

◎場所 都城市総合文化ホール・中ホール 

◎内容 

 ◇14：00～ ＢＴＶ株式会社制作番組の上映 

番組タイトル「母子を救う～全国へ発信！都城市の周 

産期医療～」 

 ◇14：20～ 基調講演 

講師：池ノ上克（いけのうえつよむ）宮崎大学学長 

演題：「周産期を支える全国トップクラスの医療」 

 池ノ上克宮崎大学学長 

 

◇15：20～ シンポジウム 

 テーマ：「安心して出産できるまち・都城」 

 コーディネーター：池ノ上克宮崎大学長 

 シンポジスト： 

  宮崎大学医学部附属病院長   鮫島浩医師 

  都城医療センター産婦人科医長 德永修一医師 

  野田医院長 野田俊一医師 

  市民代表者 宮原玲奈さん（ＢＴＶ株式会社） 

  都城市長 池田宜永 

 

【問い合わせ】 健康課 電話：23-2765 







平成 30 年９月定例会見資料 

     明治維新 150年記念歴史講座を開講！     
都城島津邸では「明治維新 150周年」を記念して、幕

末から明治初期にかけての都城と幕末の偉人たちの歴

史を深く知ることができる講座を３回に分けて開講し

ます。 

テーマは、「等身大の西郷隆盛 彼を支えた家族と友

の姿」。西郷隆盛のひ孫の西郷隆夫さん、尚古
しょうこ

集成館
しゅうせいかん

の

小平田
こ ひ ら た

史
し

穂
ほ

学芸員、志學館大学の原口泉教授を講師に迎

え、明治維新を牽引した西郷の人物像や、盟友桂久武（初

代都城県参事）との関わりなどについて、学びを深める

絶好の機会です。      ※いずれも無料。先着順 
  

●講師紹介 

◎西郷隆夫さん 

神戸市生まれ。西郷隆盛のひ孫（西郷寅太郎の孫）であり、西郷にまつわる歴史を語

る活動を続けている。 

◎小平田史穂さん 

鹿児島市生まれ。テレビカメラマン等を経験し、2012 年から島津興業に勤務。学芸員

として研究、展示、広報業務等に携わる。 

◎原口泉さん 

鹿児島市生まれ。現在は志學館大学教授、鹿児島県立図書館長。専門は日本近世・近

代史で、薩摩藩の歴史研究に取り組み、ＮＨＫ大河ドラマ「飛ぶが如く」、「篤姫」、同

連続テレビ小説「朝が来た」のほか、現在放映中の「西郷どん」の時代考証を担当。

西郷にかかる著書も多数。 

 

【問い合わせ】 都城島津邸 電話：23-2116 

●講座の紹介 

◎第１回講座 「子孫から見た西郷隆盛」 

日時： ９月９日（日） 13時 30分開場、14時開演（終了予定 15時 30分） 

場所：高城生涯学習センター  講師：西郷隆夫さん 

◎第２回講座 「西郷さんを支えたもの ～生活・女性の視点から～」 

日時：10月 27日（土） 13時 30分開場、14時開演（終了予定 15時 30分） 

場所：都城市立図書館  講師：小平田史穂さん 

◎第３回講座 「桂久武と西郷どん ～刀を鍬に持ち替え、強弓で政府軍と戦った 

 ラストサムライ」 

日時：11月 24日（土） 13時 30分開場、14時開演（終了予定 15時 30分） 

場所：都城市総合文化ホール・中ホール  講師：原口泉さん 
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	⑤ シンポジウム_チラシ
	⑥ 明治維新１５０年記念歴史講座を開講！
	⑦　M150ちらし歴史講座表面
	⑧　150歴史講座ちらし裏面
	⑨ H30年度_行事予定表



